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場長渡遥道郎

瀬戸内海中最も汚染と富栄養化の進行している大阪湾ではあ

るが、最近漸くその進行は止まり下降のきざしが見られるよう

になって来たことは評価される。

然しながら内湾における水質悪化の象徴とも考えられる赤潮

はなお依然として椙鍬を極め、一部に危機感を訴える報道もあ

って府下漁業は一時的に混乱を来たした。

このように大阪湾の漁場環境は未だ安心しうる状態ではない

にも関らず、漁獲は昨年に引続きさらに伸び38,500トンと記録

を更新した。

富栄養化がもたらすプランクトン食性魚の増加がその原因で

あり決して手放しで喜べないことは論を侯たないが、此の状態

がさらに進み、過栄養化となり、さらに無生物状態の海となる

ことだけは絶対に防がなければならない。

当場においてはこのような使命感をもって大阪湾の環境や資



源をより厳しく把握するとともに、なお執勘に計画される沿岸

部の各種開発構想に対しては大阪湾の環境保全の見地から厳重

なチェックを続けて行きたいと考えている。

昭和50年度においては建設中の関西電力多奈川第二発電所の

操業後の温排水影響について事前調査を前年度に引続き実施す

るとともに、温排水のチェックと熱カロリー利用の両目的を果

しうる栽培漁業施設を設置するなど温排水関連業務を進めたほ

か、大阪湾岸流域下水道南部処理場の埋立計画について水産資

源への影響が憂慮されるので、これについての環境アセスメン

トを東大工学部協力のもとに引受け調査を開始した。開発事業

について水産サイドから行う環境アセスメントとして一つのテ

ストケースになるものと思う。

200カイリの経済水域が設定されようとしている現在沿岸漁場

の再開発は焦眉の急であるとされている。狭小な大阪湾と云え

ども7万トンに近い漁獲がある好漁場を破壊することのないよ

う守り育ててゆくことが我々に課せられた使命であると信じ今

後の仕事に取組みたいと思う。
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浅海定線調査

安部恒之。矢持進・植田正勝・城久・辻野耕賞

この調壷は、漁海況予報事業の中の浅海定線調

査として、内海の窟栄養化現象と漁場環境の把握

を目的に昭和47年から実施している。

調査実施状況

1．鯛査地点

大販湾全域20点（図I参照）

St、20は1975年4月より追加

2．鯛査項目

一般項目（水温、塩分量、透明度、水色、糞

象、卵稚仔調壷）

特殊項目（糖存酸素、PH，COD，

NĤ -N，NOg-N，NOg-N，PÔ -P，

Total-P，プランクトン）

*NH-N，NO2-N，NOg-N，PO,-P
はろ過水を測定

3．隅査回数

一般項目……毎月1回

特殊項目…‘"年4回（2，5，8，

4．測定層

水温・塩分殻･･･0,5,10,20.

特殊項目．．…･……表届、底届

5．鯛査船

船名……はやて（39.97トン

船長……戸口明美

磯関長･･･牌昭彦

乗組員…奥野政嘉

辻利幸

浅海定線塑査測定位侭
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調査結果

一般項目測定結果

特殊項目測定結果

プランクトン検鏡結果

付表l

付表I

付衷【

結果の概要

1．水温、塩分、透明度、栄養塩等の季節変化

（1）水温、塩分

水温、塩分の全点、全層平均値の月別変化をそれぞれ図2，図3に示す。水温の周期的変動は

ある位相の遅れをもって気温の変動に対応しているが、1975(昭和50年）年の特徴としては

12月の平均水温が、前3年と較べてl～3℃高いことである。これは11月の平均気温が高か

ったためである⑥

’75年の塩分は、9月に平均30.5%｡と8月の高雨量の影審を受け最も低かったが､他の月は

31.5鈴台で経:過した。’73年後半から’74年前半にみられた平均32鈴以.上の高かん現象は

'75年には出現しなかった。X気温ば大阪府気霞年租にざる
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=鼠鶏認I赤難発図4透明庇の月月l座化

(2)透明度

透明度について全点平均値および最大透明度の変化を図4に示したo"75年の平均透明庇は3壷

以下になることはなく、’72年からの変動傾向をみると回復しつつあることがわかる。これは最大

透明庇の変化にもあらわれており、5.8,12月と約12mの透明度が観測されたのは過去3年になか

ったことである。

(3)栄養塩、酸素飽和度、COD

図5にNH4-N、NOg-N，NOa-N，PÔ -P(いずれも溶存態）、酸素飽和度、CODの表、

底層別全点平均価の季節変化を示す。

昨年までの事業報告でも述べたが、栄養塩等の季節変化の特徴を列挙すると以下のようになるぞ
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①我I側栄養塩濃庇はいずれも冬季に高く、春、夏季には赤潮プランクトンによる取込みの影稗

を受け低い。

②底I荷栄養塩では、NOs-Nは表層と同嫌な変動をするが、NH4-N，POi-P特にP04－P

は夏季に藩し〈商濃度になる。これは底膳の貧酸素化と密接にI則係している。

③表ItiCOD混度の変化は赤潮の発生状況によって左右される。平均濃庇が2ppm以上の時は

南部海域に食で広がる大規模な赤潮が発生している。

'72年から’75年堂での我層栄養塩、特にNH.-NとNOs-Nの変動には、冬季にあらわれる平

均股間漫度が年を低下することを特微とする栄養塩の減少傾向がみられる。このことが諏湾へ

のN流入負荷批の減少を意味するのかどうかはわからないが、透明庇の回復傾向と合わせて考え

ると興味深い。

2．塩分、透明度分布の特徴

（1）塩分分布

’75年の海況の特徴を分布の上でみるために各測点毎に鉛[fi平均価の年平均値を求め作製した

平均塩分分布を図6－(1)に、茜た'72年と比較するために'72年～'74年の3カ年平均の塩分分

布を図6－(2)に示す。
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図 6塩分の塩直平均分布

両者を比較すると、漫度では神戸、泉大津を結ぶ線以北では'75年の方が低く、以南ではやや謡

い傾向にあるが、分布パターンは湾口部を除いてほとんど同じである。漣口部では3年平均分布で

淡路島寄りにみしれた最高塩分が、’75年では中央部にみられることが特微である。これは紀南分

岐流の変動にともない外海系水の流入状況が変ったためではないだろうか。

(2)透明庇分布

平均透明度の月別変化にみられた回復傾向が分布の上でどのようにあらわれるかを知るために峯

年毎の年平均透明庇分布を図7に示した;o'72年の透明度は最も悪く湾口部でも57"以下で、泉達

野以南でも37"の海域がみられる。’73年、’74年では65畑以上の海域が出現し、5沈腺は湾琴

央部へ移動しているo"75年になると湾口部には1m以上の高透明庇域が出現し、一方、これまで
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図7年平均透明度分,、
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中央部に戎でみられた4m線は神戸、貝塚を結ぶ線以北に後退している。このように透明度の回

復傾向は分布の上では大阪湾の南部、湾口部において強くあらわれていることが特徴である。

3．栄養塩観測月の特徴

栄養塩の観測を行った2月、5月、8月、11月について、水温、塩分、酸素飽和度､.NH.-N，

NOo-N，NOs-N、P04-P，Total-Pの表、底層別お､よび表層COD，透明度の水平分布図

を図8に示す。戎た各項目の最大伽、最小値､･平均値を表-1に示す。

（2月）冬季であるため低かん域で低温、高かん域で高温の分布となっている。低かんな湾奥河

川影響水は通常とは少し異なク湾西部に張り出しており、表層栄養塩の分布は赤潮が発生して

いないため、低かん域で高く、高かん域で低く、塩分分布とよく対応している。（図8Hi))

（5月)Skeletonemacostatum,Peridiniumsp・を優占種とする赤潮が発

生していた（最大個体数:Skeletonema1×10*個/cc,Peridinium700個/cc)o

発生海域は酸素飽和度120缶以上、透明度4m以下で、塩分31強以下の海域にほぼ相当して

いる。無機栄養塩は赤潮種による取込みの影響を受け、特にNH4-N、PO.-Pは大阪側南部

域で温度が低い。COD，Total-P(表層）にみられる湾口部の高温度は、との海域でノク

チルカの赤潮が発生していたためである。底層では泉大津、貝濠地先でやや貧酸素化している。

（図8－(2)）

（8月）亘季のため表層は低かん域で高温、高かん域で低温の分布となっている。明石海峡部の

表層低温域は下層水との混合によって生じたものと思われる。底層では明石海峡部から湾口部

にかけ低温な33強以上の高かん水が支配している。赤潮はSkeletonemacostatum.

Leptocylindrusminimusを優占種として湾奥部海域にのみみられ、この時期とし

ては珍らしい発生状況である。これは7月下旬から南部海域に左でみられた同種の赤潮が衰退

したのであろう。表層栄養塩は赤潮の発生していない中央部域でも低濃度であるが、これは7

月下旬の赤潮種によって取込堂れた後、新たな補給かなかったことによると思われる。表層

NO,-Nで明石海峡部が高浪度であるのは底層水の影響であろう。底層では昨年同様、湾奥部

は著しく貧酸素化し、この海域でPO.-P、NH4-N濃度は急激に増加している。NOa-N，

NOa-Nは神戸から中央部にかけて高渥度で逆に泉南海域で低浪度になっている。（図8-131)

(11月）浅層塩分は湾奥部でも30絵で2.5.8月に比較して高く、水平的な渡度勾配も小さいが

分布パターンはやや2月と類似している。表層栄養塩の分布は塩分分布と対応しているが、河

川水の影響力"j,さいためか2月程高過度になっていない。（図8－(4)）
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表1．栄養塩等の最大・最小・平均値

水温．〔 塩分％0

表（ 底腫 表児 底層

最大 10.9 11_』 32．畠 32.そ

1975年2ノ 最小 S.f 9.1 23.3 31.三

平均 9-4 9.8 30.二 31.

最大 16.茸 16.4 32.？ 33.三

5頁 最小 14.7 13.! 23.4 32.号

平均 15.4 14．:: 30. 32.黒

最大 29.着． 26.旨： 32. 33.号：

8頁 最小 25.5 23.垂 23. 31-号

平均 28. 24.富 30,( 32.星

最大 21．2 21.1 32.； 33.曇

11月 最小 18.8 20.0 29.＃ 31.6

平均 20.3 20.f 31.1 32.宮

酸素飽和鼠 NH,－目･；

iM-at/j

表尼 底Ⅲ 表層 底偏

102 38.2 7，C

25 1.8

12．． 4.4

141 22胃 11．爵

0-8 2.{

11(1 5-2 5.（

165 5． 21.

0． 0.〔

100 1.7 7.：

18.二 14．

0－ 0.（

4． 1.8

NO,ー壁

”-at／

表層 底届

3． 2.2

1.6 1.2

2.i 2.C

I. 0.9

0.｛ 0.5

0.1 0．6

2．1 2.6

0.1 0.3

0.3 1．0

2.t 1.9

1.1 1．1

1.W 1.5

NO3-N
■■

"9勺尤勿

表ハ 底曜

15_且 10.：

8.1 8.8

10.8 9.4

13.篭 5.2

1.1 2．

4.8 3．

5.6 9．

0.I 0.

1-5 4．

13.7 11.'

5.7 5．

9.I 8．

PO,-

"9-at／’

表、

1.7

一』一一一

0．？

1.0

0.4

0.0

0－1

1.2

0.（

0.4

1.4

0.2

0.7

－吟底

0．

0.‘

0.,

0.’

0．

0.,

6.;

0.｛

2.;

1.1

0.：

0.1

Total-I COi

/ig-a.t/ ppn 透明度

表層 底ハ 表偏 底踊

3,1 I.' 1．4 1,3 6.（

1.0 1.（ 0.5 0.5 2.（

1,6 1-： 0,8 0.7 4.（

4.6 1.4 5.4 1.0 11.5

0.7 0.（ 0,6 0.｛ I．〔

1．4 0.5 1.8 0,7 5.2

5.0 8.9 5． 1．1 12.ﾐ二

0．7 0.7 0． 0.2 1.モ

1．7 3． 1． 0.4 7.】

1．1 1,1 6,C

0,' 0,6 3,(1

0, 0.f 4.4
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場水質監視調査湾漁大阪

安部恒之植田正勝

設置した自動観測機器によって海況を連この圏査は毎月1回定期的に大阪湾海域を航行

続、自動的に測定肥録するもので、湾奥汚濁水の

漁堀の水質を監視している。大阪湾水質監視

1．点の位1

発生状況等を把握することによって湾内

観測項目と測定層

水温、塩素量、PH，

濁度（以上自動観測）、

水色、透明度、COD

（実験室分析）を測定し

たo

採水層はいずれも海面

下70唾

観測海域と観潤地点

自動観測項目の測定値

は航行海域の軌跡上に連続配録されるが、図－1

記載のとおり、計26地点を測定原点とした｡

蕊！麓
e"

明后

'I定点

泡

目以降毎厘

直の経時ヨ

『の濁度・

司期性を万

P汚濁の傾

ぃ時はdH

画歴・じUUd

一

ODは一応春長
吃
③

図1．観測点図

樹・印の点はCOD測定、

水層は表層

も高い値を示すが、 このような砦－－－－－雪 観測、採
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自動観測調査

1）気象自動観測装置の設置

城久・安部恒之

海況と密接な関連がある気象の観測は水産試験堀における観測業務の一つであり、従来から継続して

実施している。近年内湾の環境変化に関する践議が盛んに行われるようになり、かつ童た各檀の開発行

為の実施にあたって海の生憩系に及ぼす影轡についての事前評価が必要となるにつれ、その重要性は一

層露黛されると共により輔度の高い連院したデータが要求されるようになった。このような状況のもと

に当掲では日常観測の自動化をはかって来たが、気象観測についても連続自動化することによって精度

の向上と省力化を行い、海域環境全般にわたる事象解析に必要な基礎資料を充実させようとするもので

ある｡

以下に今回設伍した装置の構成等についてその概要を記載するが、当機器の測定開始により水産試験

堀において実施している気象・海象の定低観測は全て連続自動化が完成した。

観測装置の概要と股置唱所

との装置は風向風速計、日照計の感部を水産試験場3階屋上のポールに、温庇針、湿度計、雨量計の

感部を塩内の百葉箱、露掲に、主た気圧計の感部は室内に取付け、有線配管して実験室内に股砥したパ

ネル盤内に1括して収納し各記録計に測定値を連続自記録させるシステムを取っているo(図-1参照）

構成

本装匠は次の機器によって構成される。

1.発侭器

（1）風向風速計発信器(KD-UO光進電気製）

（2）温度計発信器(TR-300小笠原計器製）

（3）湿度計発信器(HR-300同上）

※(4)気圧計発信器(BR-300同上）

（6）雨量計発信器(RR-300同上）

（6）日照計発信器(SR-600同上）

台
台
台
台
台
台

１
１
１
１
１
１

風車型発電式

白金測温抵抗体

毛髪・差動トランス方式

アネロイト・差動トランメ

転倒をす型

バイメタル式

(注）※印の機器はパネル盤に実装
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2．変換蓋

※(1)温度、湿度変換器

悪（2）気圧、雨量、日照変換器

3．指（表）示器

頚(1)風向風速指示器(KD－110光進危気製】

豪(2)雨量積算カウンター

※(3)日照積算カウンター

4．記録器

※(1)風向風速記録器(KD-110光進冠気製】

豪(21温度、湿度、気圧記録毒(CHINO製）

峯(31雨量、日照記録器(CHINO製）

5．豪晒池時計(TTF-531-SEIKO製）

6．パネル盤（図－2参照）

7．百葉箱（二号型）

8．鉄塔（高さ5m、三方ステ、ワイヤー張）

ム
ロ
《
一
口

ム
ー
ロ
ム
ロ
ム
一
口

台
台
台
台
基
基
本

性能

本装低の性能は次のとおりである。

1.発信器

要素測定範囲

（1）風向16方位(0～540)

（2）風速2～70m/s2段切換

（3）温度-20℃～+40℃

（4）湿度O～100*

（5）気圧940～1040mb

（6）雨量0．5画毎にl伝倒

（7）日照6分毎に0．4cal,or*,

2．変換器

要素記録器出力

(1)温度O～10mVDC

(2)狸度O～50/6mVDC

糖 度

5以内
内
一以
内
律
以、
弼
内
内
内

５
５
以
以
以

０
℃
締
ｂ

Ｐ
Ｄ
戸
、
ｍ

《
《
卸
十
一
土

ｍ
ｍ
Ｏ
Ｏ
ｌ
７
一
一
２
０

100回に対し±3m以内

±3缶以内min"'以上の有無判定

表示器出力

(注）肇印の機器はパネル盤に実装
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（3）気圧O～50/6mVDC

（4）雨量O～50/6mVDC1麺毎にlパルス

（5）日照O～lOmVDC日照有りで1バル〆

3．記録器

㈹温産湿度、気圧用および雨量、日照用

Ill測定範囲0～lOmV

（2）機梢踊子自動平衡型

(31記録方式6色別打点式

（4）打点間隔5秒

（5）記録紙全幅200=,記録幅180n,全長20m

（6）記録紙送り速度25/h(約1ケ月連続記録可能）

⑱）風向風速用3ベンアナログ式、記録紙送り速度30./hロール捲取式

4．電源

唾
些
一
震
塞
山

１
１
１

１
２
３

１
１
１

圧

波数

賢砺許

AC100V±10V以内

60Hz±2Hz以内

25OVA以下

施 エ

新日本気象海洋株式会社

完成年月日

昭和50年3月31
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2）気象、海況の定置観測

植田正勝・安部恒之・城ク

この調壷は毎日定時に定置観測点の気象海況を観測記録することにエってデータを集種させ、漁海況

の現況と変動を把握し、その予測に役立てようとするものである。

別項で記載したごとく50年4月から気象項目の自動化によって海況を含む当該観測は全て連続自記

録が完成し、濃度なデータの蓄積が可能となった。

以下に観測結果の概要を記すが、5，0年に関しては、自動化以前(1～3月）と以降(4～12月＞

の間に脈絡の欠ける点は否定できたい。

観測点

大阪府泉南君岬町多奈川谷川2926-1

大阪府水産試験場(N3419'12",E1357'24厚毎

観測項目

気象：天候、気温、湿庭気圧、日照量、雨撤、風向、風速（瞬間、平均

海況：水温、塩分

観測資料の整理方法

4月以降のデータは全てアナログ方式で記録紙上に連続記録されるが、読取方法としては下記に上っ

た。なお､1～3月の間は前年と同様の方式による。

気温:03.09,15.21時の4回とその平均値および1日の最高値、最低値

湿度・気圧:09時の値と1日の最高、最低値

雨量・日照量：1日積算値

風向・風速：瞬間最高風速と風向、10分平均の最高風速とその時の風向、09,15時の風向、平

均風速。

水温、塩分:03.09.15,21時の4回の値とその平均値

観測結果

・付表－5のとお鼻
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結果の概要

1．気温

旬平均値の変化を平哨年（1967～'74年平均）の値と対比して図－1に示したo1975年は梅雨明

けが早く、7月中旬からの晴天続きで年間最高気温は7月21日に配録（35℃）している。8月に

入るどやL低めに推移するが、9月は平年を2～3℃も上回る残暑のきびしい亘となった。冬期は2

上旬を除いて平年より低めであり、特に1月中旬、2月中、下旬の寒さが強かったことをあらわし

ている。

2．湿度・気圧

湿度・気圧は天気の変り目、あるいは日周期的に特徴のある変化を示すが、4月以降の概況を09

時観測時の旬平均値の推移として図－2に示した。湿度は梅雨期に最も高く、4月中旬から11月

下旬室で70～80筋の間で変化している。空気が乾燥する12月中旬以降は60～70鯵に低下

しておク、4月も上旬は70冊以下の値となっている。

気圧は明砿な季節変化が現われている。すなわち夏期に1000～10lOmbと低く、晩秋から冬

にかけて1020mb前後と高くなるのが特徴である。

3．雨量

1975年の年間降雨量は1377画でほぼ平年並み(1400n)の値であった。しかし旬別の降

雨量（図－3）では時期ごとの特徴があって4月、6月、8月の各下旬と10月および12月上旬

が多く平智年値を大きく上回っている。と<icio月の月間雨量は268mと平曹年の2倍以上となっ

た。これに対して7月の降雨量は少なく（77画）、平年の約％で梅雨明けが早かったことを示して

いる。

1日に1画以上の降水が配録された降雨日数を過去4年間の状況と共に表－1にあらわした。

1975年の年間降雨日数は104日でほ苫平年並(99日）である。平年より雨の日が多かった月

は4.10.12月で、10月は降雨量、降雨日数とも平年よク多く、ぐずついた天気が多かったとい

える。

4．日照時間

図－4は4月以降観測した1日の日照時間の旬平均値の変化である。夏期7～9月の日照時間は

8～11時間と長く、雨天の多かった10月以降の4～6時間とくらべて2倍近い値となっている。

1年間の最高値は7月19日に記録した12.8時間であった。
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5．風向風速

自励観測器に肥録された4月以降の月別風向頻度を午前（09時）と午後(15時）に分けて示した

のが図－5である｡季節にエって卓越する成分が異なること、午前と午後で風向が大きく変化するこ

と等が特徴として読取れる。

午前中の状況は4～6月では主にW～N～NEの成分が卓越しており、夏期7～9月はS～SWの

頻産もいくらか多くなっている。10月、I1月はN～Eが多く、12月になるとNWの風の頻度が

非常に多くなっている。午後は頻度の侭jが午前上り一層強くなる。また5月から9月の期間に午前

中の成分としては少ないSW～sswの風が卓越している。

、風速については2回の認帥寺の平均風速を別個に風速段階毎にと，堂とめた。（表－2）

4月から12月をでの9カ月1mでは午前、午後とも2～4m/唾の風速が最も顔度が潤い(33-

36筋）。次いで午前中は2m以下(28*)、4～6m/scc(20*)の順となっているが､午後は6

~8m，4～6m/蛭の順となり、午後になると風速が強くなる傾向がある。ちなみに6m/sec以上

の風の頻度は午前9時の観測では1G鰐と少ないのに対し、午後3時には34弱と2倍以上と左今て

いるo

次に1日の燈大平均風速が10m/蛭以上を記録した日を強風日として、月別風向別に出現頻度を

表わしたのが我－3である。

強風日は4～8月の間で2～6日／月の出現であるが9月以降は次第に多くなり、11.12月は14

~18日とその出現率は月の半ば以､上に達し、冬期におけるNW～WNW方向の季節風が非常に強い

ことをあらわしている。

強風時の風向頻度を図－6に示した。図から強風時の風向の殆んどがN～NE，NW～WNW，S

~sswの3方向によって占められていることがわかる。これら強風時の3方位は季節的な特徴があ

りS～sswの強風は4～8月の間の主として夏期に、N～NE方向は9～11月に、NW～WNW

の風は冬期12月に出現する。

へ

と2し

,弓一

2 3456789101112

図-1気温（旬平均値）の季節変化1975年
。･--.．平年
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図－5月別風向頻庇図

図－6強風時の風向頻度図
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表－1月別降雨日数

（1画以上の降水があった日）

表－2風速段階ごとの出現頻度

(1)午前9時

(2)午後3時
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表－3月別風向別、強風（平均風速10m/虹以上）出現日数

6．海況

（1）水温

図7に水温の旬平均値の変化を気温（旬平均

値）の変化と対比させて示す。水温は2月下旬

に最も低〈（平均9.4℃）、9月上旬に最も高

かった（平均26．4℃)｡泉佐野沖のブイ観測点

における表層水温は2月下旬で8.1℃、9月上

旬に28℃であり、定置観測点はブイ観測点よ
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が外海系水の影辱を強く受けているためである。図7水温．気温（旬平均値）の変化
水温変動の特徴としては8月に一旦低下し、9月に再び上昇していることであるが、これはブイ観

測データにあらわれた現象と同じである。

水温は5月から9月の間は気温より高<10月から3月左では逆に気温より低いが、その差は秋

冬季にお､いて顕著である。水温と気温の変動はよく類似しており、表層水温に限っては明瞭な位相

のずれはみられない。

図8は1975年の水温、気温について平年値(1972～'75年平均）と比較したものである。

’75年の水温は7月下旬、9月中、下旬、11月中旬から12月上旬がそれぞれ平堵年より約1℃高

く、をた8月は約1℃低かったことが特徴である。

(2)塩分

塩分の旬平均値および旬総雨量の変化を1974.1975年について図9に示す。’75年の2月

下旬から6月中旬室では塩分センサーの故障のため、比重換算値であり、との期間の塩分の変動に

はある程度誤差があると思われる。しかし全体的に’75年は32鈴前後を変動しており’74年前
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半にみられた33船台の高かん現象は起っていない。降雨量との関係は'74.'75年とも、7月を除

いてはそれ程明らかではない。これはこの海域で外海系水が卓越しているためであろう。
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3）ブイロポツトによる海況の自動観測

安部恒之・城久

48年3月、国の補助を受けて大阪湾に股股した海況自動観測ブイによって水温、塩分、PH，流向

流速の連続観測をおこなっている。この連続観測データを解析することにより船舶による観測では把握

できない海況変動の実態をあきらかにし、赤潮発生等水質汚濁現象を監視することが可能である。なお、

50年3月には気温センサーを追加設置した。

設遜蝿所

(ブイ局）

大阪府泉佐野市阪南港泉佐野沖防波堤灯台エリ真方位290,5km(N,3426'51'''.E1鵠。

06'09'′）水深18m

(基地局）

大阪府泉南郡岬町大阪府水産試験場内
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観測項目等

。（表層･･･……－1m)水温、塩分、PH，流向、流速

。（底層………－．17m)水温、塩分

。…･････………………･…気温

毎正時1日24回観測

システムの概要

とのシステムは海上に設匿された観測ブイ局と、陸上においてデータを受信し印字する基地局に上山

構成される。

ブイ局は測定器と、電子回路、無線冠送機器、電池等を塔載した丁ルミ製のブイ本体とで構成され、

基地局からの指令で観測し、データをデジタルバルス符号に変換し、基地局に送信する。

基地局は、30分、1時間、3時間のいずれかに設定された時間間隔で、アイ局に観潤指令を出し、

受信データを数値変換し、タイプライターで印字する。

これらの操作は、すべて自動的に行われるが、手動による任意時の観測も可能である。

観測結果の概要

水温・塩分の旬平均値の変化を図2－(1)、図2-(2)に示す。（各旬毎のデータ数は約240個）。なお

同図で値が欠如している箇所は、テレメータをたはセンサーの故障により観測が不能になったためであ

る◎

1．水温図2-(l)

●4月から9月戎では表層水温が底層水温より高く、その差は6～7月に最も大きくなる。’75年の

場合7月下旬に約5℃の鉛直差が形成された。をた'75年9月の鉛直差は前2年9月と比較して大

きい。これは表層水温が高かったためである。

・10月から2月堂では表層水湿は底層水湿よク低い。（'74年についてしかデータはないが）

・最低水温は表、底層いずれも2月中～下旬にあらわれる。（表I)

・岐高水温の出現期

表1．年簸高、最低水温（日平均値）とその起日は、底層について

は3カ年とも9月

上旬であるが、表

層では年により異

なるo(表1)

段間
水雷

最但
水西

表i

底＃

表』

底I

1973*

29．3 8月l3E

26．9 9月3旧

■■

－ 釦一

1974年 19755

28筆’ 8月霞E 2 3 7月30日

25．， 9月7E 26．4 9月3日

6.4 2月15E 7.1 2月訂日

7.： 2月13E 8.（ 2月24日



凶2-0)水温（旬平均値）の変化
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o日平均水渦からみた年較差は表府で約22℃、底層で約18.5℃である。ちなみに定謄観測にお､け

る表層水温（日平均価）の年較差は約20℃と小さい。これはブイ設侭海域が湾奥河川水の、定世

観測点が外海系水の影稗をそれぞれ受けているためと考えられる。

2．埋分図2－(2)

・垣分の極端な低下は、高降雨量の後に起っている。各年にお､ける日平均塩分の簸低値とその起日は、

22．9鈴（’73年4月26日）、24．9銑（'74年4月18日）、24．3%。（'75年7月18日)で

ある。

・しかし高降雨量の後に顕著な塩分の低下が起るとはかぎらない（例、’73年10月、’74年8～9

月、’75年8月）。これは高降雨鉦にもとづく湾臭河川影辱水が、風や、外海系水の卓越によって

ブイ海域へ到来しなかったためと思われる。

’75年の大きな特微としては、8月中、下旬の水渥の低下－これは9月上旬の水温の再上昇によっ

てたり顕箸になっていることもあるが一があげられエう。このときの塩分の変動をみると8月上旬の

高降雨蹴にもかかわらず中旬の塩分は表、底府とも増加している。このことは8月になんらかの形で外

海系水が進入したことを思わせる。そこで8月13日から22日室での時lⅢ変励をみたのが図3である。

8月I6日に、あきらかに表、底層水温は低下し、さた表、底願塩分は瑚加している。そしてこの傾向は

底層において特に目立つけれども8月20日まで縦いている。これは8月2日の洩海定線鯛誇に明石

海峡部から湾口部の底臓に存在した高塩分、低水温の外海系水（浅海定線鯛査図8－(3)）が、恐らく

は、8月16～17日に卓越したENEの風（平均風速7～8m/s)を原因として、ブイ股慨海域に

その影響を及ぼしたためと思われる“
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大阪湾赤潮発生状況調査

矢持進・安部恒之・西田明義

大阪湾の赤潮発生状況については昭和48年庇から「赤潮梢報交換顎業」の一環として、発生時簿

規模、優占種等の調交を行っている。

調涯の方法

発生状況を把握するための備報収築はおもに以下の方法にエって行った。

①赤潮パトロールによる情報収集

②4月からI0月童で毎月2回水試認査船にエリ大阪湾を】周する確鯉鋼壷

②浅海定線鯛査および漁場水質監視澗査時における確麗鯛査（それぞれ毎月1回）

③赤潮傭報交換小業における協力漁協等による通報

調査結果

50年1月から12月式でに確認した赤潮について、発生海域、優占翻とその最大個体数、及び発生

時の環境条件(pH、DO，透関度）を示したのが表-1，図-1である。昭和50年に砿腿した赤潮

は年間31件で、この内最も大規模なものは6月9日からI2日かけて発生した01isthodiscus

sp.を第一優占菰とする赤潮であった。この時のプランクトン個体数及び酸紫飽和度の最大価は各な

1．3×10̂cells/cc，237儲に達した。

その他規模の大きい赤潮では、6月上旬のProrocentrumminimumf最大個体数2.0×10'

cells/cc)、7月中旬、Skeletonemacostatum(最大個体数9.8×10̂cells/cc)、8

月下旬、Skeletonemacostatum(最大個体数8.2×10cells/cc)等によるものが確認され

た。これら発生した赤潮について、継続日数、月、榔成プランクトン別に雛理したのが表－2である。

50年は12月を除いて毎月発生し、特に3月から9月室での期間に発生件数が集中している。優占種

はSkeletonemacostatumが最も多く、第一優占プランクトンの6*ftこの種にエって占め

られていた。このように春期から夏期に多発し、かつ主としてSkeletonemacostatumを

第一優占狐とするという現象は、48,49年の鯛査結果と同様であり、大阪湾に於ける赤潮現象の特徴の

一つになっている。
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表－1昭和50年赤潮発生状況

（
】
一

赤潮
4
発生確鯉年月日 発生海域

プランクトン優占穏とその最大個体を
'(cells/mtf

透明鋤1 P
DC

(表層
被害の有無 備考

505

1月20～21日
神戸港沖及び大阪港＃ Skeletonemacostatun 1.9～4.【 7.82～8.0 な’

2月12～18日
泉佐野沖から岬町深日に至島

海域

Skeletonemacostatun

Thalassiosirasp.
なL

3月18～19日

泉南尾崎から淡路佐野を結寿

線以北海域（明石海峡部を除

〈：

Skeletonemacostatun

Gymnodiniumsp.

6.0×1

1.9～3. 8.40～8.62 な’

‘ 3月241 泉佐野沖 種未確浬 友L

I 3月25～26日
神戸和田岬から貝塚を結ぶ制

以北の海城
Skeletonemacostatun 1.5～3． なL

4月31
貝塚（斗鵬不明）から淡輪に

至る海域（沖合境界不明：
Skeletonemacostatun な’

』

． 4月7～9日
神戸から泉大津を結ぶ線以北

の海域

Peridiniumtrochoideun

Gyrodiniumsp

Thalassiosirasp.

2.5～2．1 8.40～8.5【 な’

』

刃 4月14～16日

神戸和田岬から尾崎を結ぶ麓

以北の海域(I)

淡路岩屋から由良に至る海域

（Ⅱ

神戸沖（Ⅲ〕

淡路志筑沖（Ⅳ）

Skeletonemacostatum(I

Noctilucamiliaris(11)

Peridiniumtrochoideun

(Ⅲ

Peridiniumsp．（Ⅳ：

1.8×1

7.5×1

1.2～4.（

な’

！ 4月20～23日
神戸から箱作を結ぶ線以北の

海域

Skeletonemacostatun

Gyrodiniumsp.
Peridiniumsp.

1.6～3i な’



10

12

12

14

4月”～28

5月6～7三

5月12宮

5月21～231

5月29

5月29日一

6月1

6月3～9二

6月9～121

貝譲から深日に至る海域（発

生境界不明

神戸と泉佐野を結ぶ線以北の

海域(I)

大阪湾中南部海域（Ⅱ）

神戸和田岬から大阪港に至る

海域

ａ
ｒ
－
」

一
戸仲
域

淡輪を結ぶ線以北のガ

神戸と泉大津を結ぶ線以北の

海域(I)

淡輪から岸和田に至る海域

（Ⅱ）

下荘漁港内及びその周辺海域

（Ⅲ）

友ケ島水道部、明石海峡部及

び淡路島東部沿岸海域を除

海域

伸戸と尾崎を結ぶ線以北の海

域と淡路島東部沿岸海域

誰慨:龍脂瀧鴇柵

Skeletonemacostatum

Peridiniumsp
緑藻類

Noctilucamiliaris

Skeletonemacostatum

Peridiniurnsp今

緑藻勇

Skeletonemacostatum

Rhizosoleniasp.

Nitzschiaseriata

Skeletonemacostatum

Gymnodiniumlacustre
Noctilucamiliaris(I)

Noctilucamiliaris

Gymnodiniumlacustre(n)

Pyramimonassp.

Eutreptilasp．（Ⅲ）

Gymnodiniumlacustre

Prorocentrumm

Skeletonemacos

nimum

tatum

Gymnodiniumlacustre
Noctilucamill含両富

01isthodisoussp,
Skeletonemacostatum

Leptocylindrusdanicus

Gyrodiniumsp
Noctilucamiliaris

9.5×K

昭

0,8×10

60

60

0.6×15

1.5×10

泌

1.1×10

2×10

3×10

1.3×10

3．3×10

3.3×10

1.9～40

1.7～2．6

2.4～4．0

2.4～3.4

4.7～7.5

8.42～8.62

8.59～8.60

7.72～8．43

8.51～8.88

110

141

渉
翫
１
4L

な’

な’

をL

左L

左L

なし



表－1つづき

赤岡
虚
発生確翌年月［ 発生海域 プランクトン優占種とその最大個体2

Ccells/U
透明度伽I PH

DO

露弼】
被害の有無 備考

17 6月17E
神戸と岡田浦を結ぶ線以北Z

海刈

Skeletonemacostatui

01isthodiscussp

Thalassiosirasp

1.5×10

1.0×I0

2.4×108

0.9～2.‘ 8.40～8．71
162-

173
な’

18 6月23E
伸辰

海刺

と泉佐野を結ぶ線以北の Thalassiosirz

Prorocentrumtriestinu
9

1.8＞

1●8》

４
８
０
０
2.1～2J 8.“～8〃I

113-

165
左I

1< 7月3～8E
神F

北伍

和田岬と尾崎を結ぶ線ら

海域

Skeletonemacostatui

Mesodiniumrubrur

2.6〉

2.0>

I

（
0．7．88 な’

2（ 7月15～17E
神戸和田岬と樫井川河口を提

ぶ線以北の海均

Skeletonemacostatun

Chaetocerossp

緑藻舞

Thalassiosirasp

xio

1.5×104

1．4×10‘

0.9～2.’ 8.7～9．2 な’

2 7月22～四E
神戸和田岬と尾崎を結ぶ線似

北の海域

Skeletonemacostatui

Thalassiosirasp

緑藻類

Leptocylindrusdanicus

4.5×10

1.0×10

7.5×10

0.9～2.’ 8.76～9.1‘
13を－
25

君
掴
下
生
漁港腐

中の魚

類がへい死

22 8月4～5日
西宮と大和川河口を結ぶ線必

北の海畑
Skeletonemacostatur 1.5×10 1.5～2.I 8.70～881

'四一

165
な

23 8月10～11日

神戸和田岬と大和川河口を結
ぶ綾以北の海畑

泉大津から泉佐野沿岸海域

湾中南部海域

Skeletonemacostatur

Chaetoceroi sp

Thalassiosirasp

5.4×10

9.0×10

2．5×10

1.7～3.’ 8"54～8.7’
132-

177
な

24 8月28E
神戸和田岬と泉佐野を結ぶ線

以北の海域

Skeletonemacostatui

Thalassiosirasp.

82×

2.7×

０
０
1.1～2．1 8.59～9.唖

121～

242
なし



25

2

27

2,

21

31

9月2～3三

9月l1E

9月18B

9月26B

10月16

I0月22E

11月13E

神戸港と貝縁を結ぶ線以北の

海如

神戸港と淡輪を結ぶ線以北の

海域

神戸港から大阪港にかけての

湾奥海域

神戸和田岬から尾崎を結ぶ線

以北の海域

神戸港と大阪港を結ぶ線以北
の海域

(西宮沿岸海域を徐く

大和川河口及び神戸港沖合海

神戸から西宮沖合海だ

Skeletonemacostatun

Thalassiosirasp

Skeletonemacostatun

Thalassiosirasp

Skeletonemacostatun

Prorocentrumtriestinu】

Skeletonemacostatur

Lauderiasp

Nitzschiaseriate

Skeletonemacostatur

Thalassiosirasp

Leptocylindrusdanicus

Skeletonemacostatur

珪藻類

5.2×10

1．5×10*

6.0×1馨

7.8×10。

2.4×10

70（

一
一
一
■
一
函
』

（
酢
四
一
《
■
四
一
一
ｍ
叩
》

１
１
１

×
×
×

８
７
４

４
１
１

2.1×10'

4.2×10

5．4×103

1．0～2

1.1～2.（

i.e

1.6～2．

23～2J

1．9～3．4

－

3.1～3.‘

8.77～9．2

8.52～8.81

8.丁国

8.62～8.9（

8.40～8,4

8.0～8.3

8．

l好一

2釦

144-
20

1砥

14予一

220

101-

104

なし

なし

なし

なし

左

な’

左1



表－2昭和50年発生赤潮の総括

2－1．継続日数別赤潮発生件数

2－2．月別赤潮発生件撒

2－3．構成プランクトン別発生付番

蕪注プランクトン別発生件数が多くなるのは混合赤潮が発生したことに起因する‘

-40-

5日以内 6～10日 11～30日 31日以上 酬

発生件数

うち漁業被害を
､伴なったもの

”判
画 3

li 2‘ 3月 4月 5‘ 6月 7提 8」 9月 10F 11月 1明 計

発生
件数

3
１
１
１ 4 ： 4

■ 0 31

プランクトン名
４
雪
１

発
件
斑 プランクトン4

塞
噛

Skeletonemacostatum 27 1 Gymnodiniumlacustre

2 Thalassiosirasp. 11 ９ 01isthodiscussp

3 Noctilucamiliaris ‘ Prorocentrumminimum

’
が
四
’ Peridinium sp.

I Mesodiniumrubrum

5 Leptocylindrusdanicus 16 Gymnodiniumsp

f Gyrodiniumsp. 1 Rhizosoleniasp

7 緑藻測 1 Eutreptilaagilis:

8 Chaetoceros sp. 1
1

yramimonassp.

Ｃ
“ Prorocentrumtriestimm 2 Lauderiasp

I Peridiniumtrochoideum ！ 75

Nitzschiaseriata
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大阪湾における底質汚染の現況とベントスの生息状況に

ついて（1975年5月大阪湾底質調査結果）

城久・矢持進

植田正勝・安部恒之

内湾の汚染は時代の推移とともに次第に広域化、多橡化する傾向がある。昭和40年代の後半からは

PCB汚染と宙栄養化に関する輪議が盛んに行われるようになり、かつをた環境汚染が生物におよぼす

影響についても関心が高戎っている。

このような状況にあって大阪湾底質中におけるPCB汚染の実憩とN.P等宮栄養化に関連の深い元

素も含めた一般の有機汚染の現況､および1968年以降の状況が十分でないベントスの生息状況等を明

らかにすることを目的として広域的な底質調査を行った。

この鯛査においてペントスの計数、検索は全て東海区水産研究所、北森良之介博士によるものであり，

騨査結果の記載にさいしても多くの助言と指導を賜わった。

綱査の方法

1．脚査時期

1975年5月21日～23日

2．鋼査海域と観測地点

大阪、和歌山県境と神戸須磨を結ぶ線以東の海域を対象として図-1のごとく45地点から底質を

エックマンパーヂ採泥器によって採取し、その上層5画層を泥質分析試料とした。このうち大阪府沿

岸に沿って代表的海域であるSt.4.25.30.34の4地点は底質を柱状に採取し1部の項目(PCB.

IDについて鉛直的な分布状況についても胸査した。

3．胸査項目と測定方法

(1)粒子組成……Mesh32.150の分析節を使って底質を砂壕(0.5m以上）、細砂(0.5～0.105

画）、泥(0.1偽璽以下）の3つに分別した。

（2）酸化還元冠位差……東亜冠波製PM-1型使用

|蝋縛}…蜜……
W麓}織瀦……"篭抑……'塾"｡-…
（8）全リン．｡…en測定に使用した風乾泥をFiske-SubbaRawの変法により測定した。

－44－
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p…

図－1大阪湾底質調査地点図

(1975年5月21日～23日採取）

19)PCB……採取した湿泥を環境汚染分析法9(PCB)の方法によって測定した。

(14ペントス．｡…･エプクマン、パーヂ採泥器で2回採取した底質をInmeshの傭で筋分けし、得

られたペントスについて査定計数した。

調査結果

調査結果の概要は下記のとお､クであるが、その詳細は大阪府水産試験褐研究報告第5号に掲載する予

定である。なお測定結果の一覧は付表6，7に示した。

1.窒素、リン、炭素等内湾の宮栄養化に関連の深い元素はN=0.8～2．4，P=0．3～1．7，C=12

～26（各V/19乾泥）の濃度で含室れている。これらはいずれも湾奥北部で高くなるが、西宮～神

戸沖で孤立して高い分布が現われることが多く、この海域に収束する還流が存在する可能性がある。

2.PCBは0．01～1.2ppmの濃度分布を示す。最高値は神崎川河口で検出され、湾中央部に向って

次第に減少する。その鉛直分布は湾奥部ほど上層での温度勾配が大きく、かつより下層に戎でおよん

でいる。ほとんど検出されなくなるのは尼崎沖の海域で30画層、泉大津、淡輸沖の海域で20画層

となった。

3．COD,I.L,全硫化物等有機汚染指標の分布もN.P.C等と類似のパターンを示し、湾奥北部

で高く泉州沖合海域にかけて高い分布が現われる。これに対して泉州沿岸部、20m以深の中央部海

－45－



域、湾口部に近い岬町地先ではいずれも低い分布を示している。

4．泥率組成を考慮した底質汚染の現況は芦屋～大阪港を結ぶ線以北の湾臭が重汚染海域であり、堺、

泉北地先の沿岸部を除く神戸港～大津川河口以北の湾臭海域が汚染されていると判定される。そして

湾奥汚染の影辱は西方向には向わず、南下して泉州沖合海域に徐上におよんでいる。これはとの海域

で卓越する時計廻りの恒流によるところが大きい。

5．底生動物については、5月調査にしては全般的に菌類数や個体数がやH少なく、1～16種、1～

205個体の範囲で採取された。分類群別優組比率は多毛類が圧倒的でPrionospiopinnata.

Lumbrinerisbrevicirraの優占する湾奥北部、泉州地先で90～100冊を占めている。

明石、友ケ島を通じる外海水との交換の影響は種類数、多襟度指数、やL沖合性の種類

(Sthenolepisyhleni,Sternaspisscutata,Prionospiomarmgreni】

水の動きがエ〈砂地を好む種類(Spiophanussp.,Sabellariaishikawaensis)

の出現などに現われており、これらの菌類は湾中央部以東、樫井川以北のP.pinnata,L.

brevicirraが優占する湾奥海域には出現しない。これは通念的な大阪湾の汚濁水塊や赤潮多発

海域、貧酸素水塊発生海域とよく合致していて、これらの5種が出現しない湾奥海域は内湾沿岸水の

卓越する海域と考えられる。た普男里川河口周辺および神戸沖海域等両者の縁辺部では

L・brevicirra,P・pinnata等汚染性の多毛類も同時に出現しており、この海域では時に

よって両者の水塊が交互に影辱しあっているものと考えられる。

－46－



大阪湾の底質、ベントスのPCB汚染とマコガレイの体内

狸度との関係について

矢持進・城久

マコガレイは大阪湾に広く生息する比較的定着性の強い底生魚であり、餌生物として多毛類を好んで

捕食する等の生憩的特徴を持っている。このような特徴を持つマコガレイについて生息環境としての底

質と餌生物であるペントスとのPCB汚染の関連、魚体の成長に伴うPCBの蓄積状況等を併せて検討

することを目的として、大阪湾底質、ペントス及びマコガレイの生長段階別のPCB漉度を測定した。

調査の方法

1．試料の採取

（1）底質、ペントハ：昭和50年5月21～23日に大阪湾浅海部45地点の泥をエプクスマンパー

ジ採泥器で採取し、表面から5回層堂での底質を分析試料とした。ペントスは底質を1画目の

筋で通したもので、種類査定後、多毛類のみを週別し、試料宜量が少なかった為数地点の試料

を合して分析用試料とした。

（2）マコガレイ：昭和50年4～6月に、大阪湾北部（堺出島沖）、及び南部（深日地先）で漁獲

されたカレイを漁協を通じて購入し、胃及び耳石を除去した魚体76検体をペースト状になる

堂で細断した後分析に供した。

2．測定項目

(1)底質、ペントス:PCB

（2）マコガレイ：体長、体重、魚令、PCB，脂質

3．分析方法

(i)PCB:試料を厚生省環境衛生局PCB分析班の設定した方法に準拠してアルカリ分解を行い‘

数値化法にエって、PCBを定量した。

（2）脂質：試料を80℃で乾燥後、ソックスレー抽出器で(10時間）ノーマルヘキサンによク抽

出した。

調査結果

得られた結果の棲要は以下の通りであるがその詳細は大阪府水産試験場研究報告第5号に掲載する予

定である。

1．底質漉度とペントスのPCB体内漫度の間には、一次の非常に密接な比例関係が超められ、ベン

トスの湿度は、その生息海域の底質濃度の約1.7倍となっている。

一⑰‐



2．マコガレイの成長段階別に体重とPCB濃度の平均値を求め、成長に伴うPCBの蓄積状況をみる

と、その関係は非常に明確で、体重に対してPCB漉度は、北部カレイ、Pc=0.3l9w-*'、南部

ガレイPc=0.02w''.58で近似できる。したがって、マコガレイでは、魚体の成長に伴いそのPCB

漉度も増加し、PCBの体内濃縮が行われていると言える。

3．北部及び南部海域のマコガレイの平均PCB温度は、北部ガレイ(0．83ppm):南部･カレイ

（0．39ppm)=約2:1であり、環境漫度の高い北部海域でカレイの体内濃度も高く、環境汚染に

対応した結果を示した。

4．平均脂質量と平均PCB量の間には一次に近い比例関係が存在し、同一脂質量に対するPCB量は、

北部：南部＝2：1であり、カレイの生息海域別の濃度差は脂質中のPCB漉度の相違に起因すると

思われる。

5．北部カレイと南部カレイの平均PCB濃度比(2:i)は、湾北部と南部の底質の漁度比(3:l)

より、むしろペントスの濃度比（2：1）に一致しており、更にPCB塩化物組成についても、カレ

イの組成は底質よりベントスの組成と非常に類似している｡このようなことから、カレイの環境汚染

に対応した海域別の濃度差は、主として餌生物であるベントスの湿度差がカレイの脂質中の濃度に反

映されたことによると考えられる。
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大阪湾におけるDON(溶存態有機窒素）の分布とプラン

クトンによる窒素の取込みについて（1975年8月観測結果）

城久・矢持進・安部恒之・植田正勝

赤潮プランクトンが六塊中で繁殖する時、栄養塩として無機胆の窒素を主として摂取するとされてい

るが、堀合によっては尿素等有機の形態で直接取込み、それを特に必要とする種類もあることが知られ

ている。とのため内湾水の富栄養化を瞳じるには窒素源として無機3態窒素の測定だけでは不十分で

あり、DONの量についても羽らかにすることが必要と考えられる。

そこで亘期の大阪湾におけるDONの分布と蕪機態窒素の関係、およびプランクトンによる取込みに

ついて検討することを目的として予備的な調査を行った。

なおこの贋査は東京大学工学部化学工学科西村研究室（代表西村肇助教授）と共同で行ったもので

ある。

現査の方法

1．湾内全域観測

1975年8月5～6日に図-1に示す湾内20地点で表底2層について測定した。

2．定点および漂流点観測

貝塚地先2血（水深11～12m)の海域に定点を設定し、8月13～15日の3日間鉛直5層

（0,2.5,8,底）の観測を行った。童た定点観測時に水面下0.5m,5mに抵抗板をつけたブイを投

入し、3時間後の漂流点で定点と同じ要領で観測した。

3．生産力胸査

定点観測時の表層水を生産ピンに入れて表層漂流ブイと共に漂流させ、3時間の生産力をウインク

ラー法によって測定した。

観滝項目

水温、塩分、PH，溶存酸素、NH.-N、NOo-N，NO,-N，DON，P04－P、クロロフイル

ーa，プランクトン、生産力

分析方法

1．DON:硫酸一二酸化セレンによるケールダール分解を行い、中和後NH.-Nをイント・フェノー

ル法によって測定した。
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2．クロロフィルーa:RichardsandThompsonの方法による。

3．その他：海洋観測指針の方法による。

結果と考察

1.DONの水平分布

夏期におけるDONの湾内分布と同時に測定した無機願窒素《DIN)、溶存酸素(DO)につい

て表.底別に示したのが図－1である。表層のDON濃度は7～42//-at/^で、DINにくらべる

とかなり多く溶存していることがわかる。戎た湾口部が10以下で最も低いのに対し、明石海峡の周

辺部で最高となる特異な分布パターンを描いている。

その他湾奥部と泉南沿岸部が20～30/i-at/でいくらか高く、湾中央部は10～20#-at/

の値を示している。

底層は8～21〃，-at／2と表層よりもいくらか低濃度であるが海域的な特徴がほとんど見られず、

わずかに泉佐野地先で20以上の分布が現われている。をた表層の高いところは必ずしも底層嚢度が

高いととばなく、明石海峡周辺部の底層は10以下の低い値を示している。

このようなDONの分布と同寿に測定した他の項目の分布パターンはいさLか趣きを異にしており、

DO^DINとも一次的には対応していない。表層で最高の濃度となった明石海峡部はDO飽和度の

低いところであるが、過飽和の湾奥部でもDONの高い分布が現われている。NH4-Nや、po.-p

の分布パターンはDO．塩分等の分布と一次的によく対応するのにくらべて、DONはその特徴が不

明確であることは、いくつかの要因が複合してDONの分布を決定しているものと考えられる。

無機態の窒素塩が減少する夏期の内湾表層水では、溶存態の窒素のなかでDONの占める比率がか

なり高いことは図－1からも推察できるが、各形憩別窒素堂と構成比を全域平均値で表底別に示した

のが図－2である◎

表層では82弱が有機態として存在し、無機態の窒素は18冊にすぎない。このうちNH.-Nと

NOs-Nはほ賀等量で全体の7箔、N02-Nはその約半分となっている。

底層では平均25浬’一at／2で表層（23〃9－at／f）にくらべていくらか多いが、DINの急激

な増加にともなってDONは減少し存在比は1:1とほ賀均衡している。全体の半分を占める無機態

窒素はNH4-Nが最も多く全体の30締を占め、NO,-Nも17鉛に増加するが、NOz-Nの構成比は

表層とほとんど変らない。

2.DONの鉛直分布

定点および漂流点観測結果を表－1に、をた3日間の平均値から各項目について鉛直分布の状況を

あらわしたのが図－3である。図は夏期における大阪府中部沿岸海域の特徴を示しており、高温、低

かんな上層水と低温、高かんな下層水が躍層を形成している。この水塊におけるDONは表層で高く

中底層にかけて次第に減少している。一方DINは表層で少なく、中底層にかけて増加する傾向が顕
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図－2表．底別溶存態窒素の形態別織成比
（1975年8月，湾平均値）
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図-1夏期の大阪湾にお､けるDON等の7k-平分毒
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